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奈私「人 と白|ぶ の会

機関誌 :第 36号 :平成 ■ 7年 月 日発行 奈良・ 人 と自然の会

昨年は年男の私としては何かにつけて期待の一年でしたが、申年は「荒れる」との言い伝

えを裏付ける様に、イラク戦争の混迷は元より、天変地異に明け暮れ、私的にも植物中毒で

全身に皮膚の炎症を起こし、忘年の酒も少 しほろ昔かった様に思います。

今年は西年。モ ノの記録を辿ると終戦の年が戦後最初の トリ年、57年 はソ連がスプー ト

ク 1号 を打ち上げに成功、69年はあの安保闘争。時代は色々な事象を記録 しながら過ぎ

てゆきます。本来、酉の字は酒の古字、象形文字は酒壺とか、新年は鶏の様にバタバタ

せず手枕 (膝枕が良いかな)に ゆつたり気分で屠蘇を味わいたいと思います。

京都議定書による地球温暖化のC02規 制が、この 2月 から日本も重い腰を上げて発効

する事になりました。アメリカは文明至上主義を盾に、頑なに受け入れる動きがありませ

んが、今年は環境問題が国際的にも日本国内におも`ても大きな動きとして表面化する事が

予想されます。議論は1又敏されておりませんが、既に環境税の導入が現実味を帯び、わが

奈良県においても森林環境税の導入が 06年度より施行される動きがあり、 われわれの

諸活動も市民権を得る日が近づきつつある様に感 じております。

当会も個性的な集団として、「前え前え」の精神で頑張っておりますが、反省点も多 く

今年度の課題として皆さんと一緒に取 り組んで行きたいと思っております。

何をおいても定例行事の継続でありますが、会員各位のご満足頂ける様な新鮮な企画の

確立。第二には行政機関との疎通を更に推 し進めること。第二には財政面の充実、新規加

入者の1/7進、他力本願ですが公的機関の助成金、シエア大学 本部からの資金援助も注力

すべき課題でしようo

第四には社会活動の面でより広 く関与 し自然環境保全思想の啓蒙、市民に対する伝承者

としての役割を果たすべきと考えます。最後に内外の活動グループとのコンタクトも必要

に応 じて取 り組み、相互扶助と情報収集にも留意したいものです。

色々と中し上げましたが難 しく考えず、会員仲間との一期一会を大切に、我々のセカン

トライフがより豊かに充実 した一年である事を念願 しております。

今年もお手柔らかに、WITH YOUの 合言葉で頑張 りましょう。
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新 春 雑 感
会長 川

新年明けまして御目出度う御座います。今年もよろしくご支援の程お願い申



旅農こ行(lV)ク マグラとアポイ岳を訪ねて(Ⅱ ) 市村 米子

6月 91ヨ

高山位1物の宝庫 とし́て知らオしているアポイ岳へ、 3年前からお付き合いいただいてるアポイを愛し

高山植物の保護に力を注いでおられる高橋 誼先生′)案内で登ります。

810, 61nと 低い111ですが、特殊な地質カンラン岩と海からの濃い霧の影響よリアポイ岳でしか

見られない固有種 (ヒ ダカソウ、アポイカンバ、エゾコウゾリナ)ゃ変種なども多く高|IJ植物の群落

は国の天然記念物に指定されています1,こ こでも心無い人たらによる盗掘や踏みつ|す、また近年の酸

性た。おや ?エ ゾマツからひも状のものが絡まりあってぶら下がつています.樹状地衣類でヨコワサ

ルオガセというそうなら ヨコに環状の割れ目があり皆でう|っ 張つてみるとゴム:みたいに伸びるではあ

りませんからこれも植物?食 ´ヽミられ′るそうです.海岸からわすか4キ =と t｀ う近し`所にそびえるアポイ

岳では、海からの濃い霧が光を遮ぢ気温を低 下させ 2000m級 力高口,と 1魂 じような条件を作り出し

ています。残念ながらヒダカツウカ花:ま時期が遅く観るこ生ができませんでしたが、可憐なサマニユ

キワリを,台 めアポイアズマギク、アポイキンバイ、アポイクフガタ、ニゾ=ウ ブ l'すなど名前を挙|ず

れば切が力)り ませんが、沢I[1の アボイ順固有種や高ユ1植物に出会えました.1量 を下りる頃には霧が出

てきて、今‐登ってきたアポイの山が見え隠れしています.昨 目′)宿でお風呂をお願いし汗を流して気

持 i)イ ～。さ―これから札幌まで帰らなくてはなりません=そ、がなくては、でも運悪く霧が出て視界

の悪い事し疲れた足に霧、運転ご苦労様でした。

6月 1_0日

朝から雨が降り出しましたc道立の野幌森林公園に伺います。公国内は大部分を固有林が占め、大

都市近郊ながら自然休養林でさまざまな動植物が観察する事ができます。公園事務所の普及啓発員を

していらっしゃる若い濱本真琴さんに案内をし′て頂きました。立派なオオハすウドやサイハイラン、

コケイランが雨の中の私達を楽しませてくれ′ます。マムシグサもいつばいです3濱本さんチョット立

ち止まって「これは雄株・雌株どちらだと思いますか ?」 皆デタラメ?:こ 「雄1「雌」と言い合いまし

た,。 ・… 見分け:方がありまし́た。筒のようになつた芭の合わせ目の形です,雄株には水滴状の隙間

があり、難株では合わせ日はほぼびったりとくっついています「マニ、シ●サ
‐
|■ |‖ 会うたびに「これは

雄株、これli雌株 lと 当てながら遊歩道を廻りました=皆 さんちマムシダサを見つけたら試 t´ てみて

liいかがですか、案外当たる確率いいですよ= 自然ふれおい交流館で 一体ネしていると雨t,やみ、外

に出るとホオジロも喜スノだのか一段といい声で鳴き、ウダイスと鳴き
'こ

べをしているようでした.元

気で明るい濱本さん、雨にもかかわらず色 説々明ありがとうございまし́た.

今「‐llも諸先生方に大変お世話になり、おどけた姿のクマゲラさ/レ とも出会えることが出来、幸せな

旅であつたことはいうまでもありません。また、悪化した環境に耐え抜いて生きる花たちの願いを察

し、自然をこれ以上壊すことの無いようにと改めて思う旅でもありましたc

雄株 雄花序 雌株 雌花序

|‐蒙.:
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11月 例会 正暦寺 (佐保短大下車～鹿野園町～鉢伏町～正暦寺～円正寺)

阿部和生

キラキラと 紅葉まばゆし 藪の中…子規

峠からスギとヒノキの森を下つて、正暦寺を眼下にしたときの風景は、子規の歌つた情景

そのものです。初めて訪れる正暦寺は正門からでなく裏山からでした。境内の紅葉を観賞

し客殿福寿院に詣でお座敷より静かにお庭を眺めると低く作られた土塀越しに、あまたの

紅葉が浮かび上がり庭の緑の老松や苔と対比され素晴らしい光景です。「オン コロコロセ

ンダリマ トウギ ソフカ」 と真言を背後から受けると、しばしの静寂が打ち破られ現実に

引き戻される。敬意を表して90度向きを変え本尊 薬師如来を伏し拝み辞した。日本清

酒発祥の地とか テントで美味しそうな銘酒が並んでいるのを横日でにらみ先を急ぎ橋を

渡ると、タラヨウの大本雌雄が数本あり球果が群がつて沢山ついているのを目にする。珍

しい。私たち団体の皆さんが真倹1に何かに目を凝らしています。その先にはジヨウビタキ

が一羽 枝の先に止まり陽を浴びている。時々溝に降り立ち何かをついばみまた元に戻る。

少しも物怖じしない、余りにも身近に見ることが出来る。「ジョウビタキは秋の季語縁起が

いい」と川井会長に教わる。 ヒタキ美 し 太陽を背に 飛び移 り…原コウ子

彼女も同じ光量を 目に焼き付けたのであろうか、11色が美しく 下半身と尾がさび赤色で

翼には黒くて大きな班がある、このことから「紋付鳥」ともいい縁起のいい鳥となつたそう

だ。季語は面白いなあ !も つと知つていればなあ !とつくずく思つたものです。

この日午前中は、春日原始林を左に望見しながら登り道を峠に向かった。黄葉が次々と

現れる。タカノツメ、コシアブラ、エノキ、クロモジ、ケヤキ、コナラ…それぞれの自己

主張をしていて楽しい。ビナンカズラ、フユイチゴ、ツルウメモ ドキー赤い実を見つけて

は喜んでいた。何だろう?果実は赤くなり裂開した中からの光沢のある種子が二個ついて

いた、調べてみよう。その近くでアリオ ドシとメモしているが、アリドオシであつた。鋭

いとげがあり、丸くかわいい葉や赤い果実に思わず手が伸びると痛い日にあう。ツルアリ

ドオシというのもあるそうだ。アリをも突き通す 「とげ」と言うことでアリドオシは命名

された、というのにこのツルアリドオシはとげがないという??。  ツルリンドウを見つ

ける、昨年見たときは青い葉の中にえもいわれぬ良い色であつて感激したのだがこの日は

それほどには思えない。やはり見つける背景が大切なのだろうか、同じものなのに。

鉢伏町の民家に大きなカラスサンショウがあり赤い果実の実を沢山つけていた。奇数羽状

複葉の葉はときに 1メ ー トルにもなると書いてあるがそれほどでもない。でも大きな本で

あった。アベマキの大本がアジのツルに絡まれて悲鳴を上げていた。フジは私の腕よりも

太い、これだけ食い込まれていると助からないだろうなあ 植物の世界も生存競争の現実

があると教えている。

ゆったりとした時間は 18名 の参加者には、とてもよかつた。あちらの話を聞きに行き

こちらのそれに目をはさみ 小春日和の恵まれた一日でした。感謝 :
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12月 例会  「談山神社より飛鳥」

12月 6日 好天。桜井駅より談山神社行きバス 9時 45分発。

沿道の桜並本の紅葉はすつかり落ちて、カエデ達が色あせながらも残つている。

多武峰 (と うのみね)で下車して (10:25)東大門をくぐる。この参道はひつそりとした

林と石垣を分けて上る1日道で、杉の大木などがそびえ、摩尼輪搭などが面影を残している。

談山神社は中臣鎌足 (後に藤原姓)を祀る神社で、中大兄皇子と共に、蘇我入鹿を討つ

為の談合をした所、すなわち「談らい山」より名づけられた。

桧皮葺きの本殿をはじめ、重文の十二重塔以下いくつかの建物があるが、特に紅葉の名所

として有名である。

神主さん曰く、「まだ残つていますから、歩きまわつてみてください」と、のたまわつた

ごとく、盛りは過ぎてはいるが、まだ見るに値する風景である。

あれほどさんざめいた観光客が少ないのがいい。

メジロがやかましくサザンカの蜜を吸いに来ている。境内にはつぼみを沢山つけたシヤ

クナゲの本も多い。

ここで私達にとつて面白いものが見られる。「百味の御食 (おんじき)」 という供物である。

毎年 10月 2日 に嘉吉祭 (室町、嘉吉元年に始まつた)と いうお祀りが行なわれるのであ

るが、100種の山野の豊穣物を、藁のつとに100個づつ塔のように挿して供える様は、

自然の恵みに結びついた土着の信仰が見られ面白い。

特に2000粒の米粒を 3色に染めて、塔の形に貼り付けてあるのは、まるでビーズ刺繍

である。

鎌足公の墓所の御破裂山 (607m)で 昼食をとる。陽だまりが暖かい。この高台より二

上山、葛城、金岡Jの 曲々をはじめ、大和三山を擁する大和平野が一望のもとに眺められる。

また、ここは人の手が入らない樹林帯として保存されている。ミズキの大本やカバノキ科

のアサダなど見られる。サネカズラが多く、赤い実をぶらさげている。

フユイチゴの実をいただいてウダイスの地鳴きを伴奏に石舞台へと下る。

大小の石仏が′点在する山道を下り、気都倭既 (けつわき)神社あたりの山藤のつるに驚く。

その大さと暴れ方は、樹に魂が宿ると信じた人々に納得させられる迫力で鬼気せまるもの

がある。

横を流れる冬野川にキセキレイ、カワガラスが道案内をする。コゲラ、ヒヨドリ、ジヨ

ウビタキも秋の実りを享受している。

ついこの間まで実と赤い紅葉で山を彩つていた一面の柿畑は、もうすつかり葉を落とし

て、我が世の春を終えていた。

冬野や祝戸の部びた里の風景と、きれいに手入れされた棚田の風景を楽しんでいる内に

14:00石 舞台に着いた。

石舞台古墳を見学して、飛鳥駅まで更に歩き、 15:40-応 の解散としたが、今年最後

の例会にて、このあと忘年会が持たれた。何度行つても心癒される我れらが大和の里であ

る。
西谷範子

4



Ц

画―、ンι在 小田久美子 Q

片恣鷺意i[れヽ恐]賢∫偏ユ
タカの中で環境の変化に対応し都会に進出出来たチョウゲンボウ、好き嫌いを云わず (?)/

何でも食べられるトビなどと対照的に「武士は食わねど。・・Jと食材にこだわりすぎて

個体数が激減したイヌワシ。 生態系の頂′点にいる猛禽類といえども明暗が分かれます。

以前西大寺のウワナベで自く大きなものが変な動き : 何とオオタカがサギを捕まえた

ところに出くわしたのです。 凄惨な場面に遭遇しているのに、獲物が大きすぎて困つた

表情のオオタカの訴える様な目 (に見えたンです)にちよつと笑いを誘われました。 彼女

が羽をむじるのにモタモタいると忽ちギヤラリーはカラスたちが大騒ぎ、後ろからおこぼ

に預かろうとつつく者がいたりおちおち

食事も出来ません。堪らなくなつて重～い

荷物を引つ下げて御陵の中に逃げ込みまし

たこ その時サギの足が黄色だつたので獲

物はコサギだと判りました。 いつもは小

鳥を捕らえるオオタカが自分より大きな大

物狩りをすることもあるのですね。 因み

にカラスほどの小さいタカなのにオオタカ

と云われるのは「蒼い鷹」から変化したも

のと云われます。 古くから、ハヤブサと

こ鷹狩に重用されたタカです。

000
●天理ダム ヤマセミ (1)

ヨシガモ  (50)
須川ダム オオバン  (9)

12/8  小田

●ジョウビタキ♂・♂が2 0cnぐ らいの距離でなかよく (?)本にとまつていた。

いつ争うかと見ていたが、いつまでもじつとしていた。気がきついと言われ、

冬は1羽ずつが縄張りを持つというのに・・ 。(竜田川)家の近くに帰つてきたら、

ジョウビタキの♂ 。♀が縄張り争いをしていた。同じ日におもしろい光景を見ました。

12/7 勝田

●ニュウナイスズメが平群の柿の本に6羽 ほど止まつていました。 12/7勝 圏
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